
○ 降雨強度式の作成と登録 
○ 200年確率雨量による洪水吐の設計 
○ 貯留効果の検討/堰の比較検討機能 
○ 100年確率雨量による減勢工の設計 

 
 
 
 
 
 

土地改良事業設計指針「ため池整備」（平成18 年2 月農林水産省構造改善局監修）対応版            価格 \315,000-（税込）  
 
 
○ 土地改良事業設計指針 
・「ため池整備」 

○ 土地改良事業計画設計基準 
・設計「水路工」 

 
 
 
 
   

   
 
 

 
 
本システムは、土地改良事業設計指針「ため池

整備」に準拠した洪水吐の水理計算および側壁

（余裕高さ）の計算を行います。解析は、200年

確率雨量強度による設計洪水量の計算および洪水吐「接近 

水路、調整部、移行部、放水路」の計算を行い、「減勢工」部は100 

年確率雨量強度による計算を行います。設計洪水流量の算出において 

は、Ａ項、Ｂ項およびＣ項流量にて求めた洪水量を比較検討し最大洪 

水量を決定しますが、入力値（洪水量）を優先する指定流量の指定も 

可能です。また、貯留効果の検討も可能です。計算結果は画面上に逐 

次表示される他、設計洪水量に対して「堰高と幅」「設計水頭と堰高」 

の何れかを変化させた比較検討機能を有しています。出力帳票類は、 

水理計算書、水面追跡一覧表、変化点表、ハイドログラフ/ハイエトグ 

ラフをプレビュー画面表示後、印刷が可能、またWord出力も可能。 

また、「放水路」部については、弊社「不等流水路水面追跡計算システ 

ム」で断面形状が変化する場合や摩擦損失以外の損失を計算し、本シ 

ステムと連動が可能です。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

ため池整備基準

○ 洪水吐型式 
・水路流入式 
・越流堰式 
・側水路式 

○ 越流堰形式 
・標準堰 
・円弧/刃形堰 
・ラビリンス堰 

○ 基 本 ＯＳ   ：Windows Me/XP/2000 
○ ハード環境   ：PentiumⅡ233MHz以上/画面解像度1024×768を推奨/HD容量100MB以上 
○ ドライブ環境 ：CD-ROMドライブ必須/FDドライブまたはUSBポート必須（プロテクト用） 
 

CONTACT  （TEL）：066-125-2232  （FAX）：06-6125-2233

ACCESS   （URL）：http://www.sipc.co.jp  （Mail）：mail@sipc.co.jp

ご案内 
・本商品に関するご質問、資料請求、見積依頼等ございましたら、お電話、メー
ル等にて弊社「大阪事務所」までお問合せ下さい。商品の操作概要等をご確認

頂ける「体験版CD-ROM」を用意しております。 
・弊社ホームページよりも商品概要、リーフレット、出力例、体験版プログラムなど
のダウンロードを可能としておりますのでご利用下さい。 

株式会社ＳＩＰシステム 

【大阪事務所】 〒542-0081大阪府大阪市中央区南船場1-18-24-501 

(お問合せ先)       TEL：06-6125-2232 FAX：06-6125-2233  

【  本  店  】 〒599-8128大阪府堺市東区中茶屋77-1-401 

             TEL：072-237-1474 FAX：072-237-1041 



【連動機能】不等流水路水面追跡計算システム ￥105,000-（税込）     
放水路部の計算は、長方形断面をベースとして水面追跡計算を行なっています。

断面形状が異なる（台形）場合やその他の損失（湾曲）を考慮したい場合は、不等
流「起動」ボタンにより「不等流水路水面追跡計算システム」を起動して計算、 
その後、計算値（計算結果）を本システムへ反映（連動）させることが可能です。 

 

 

 
 
○設計洪水量の計算 
1.設計洪水流量は、100年確率雨量（Ａ項流量）と既往最大雨量（Ｃ項流量） 
および最大洪水流量（Ｂ項流量）と比較検討し、その最大流量を採用します。 
また、Ａ項流量およびＣ項流量の比較方法として「特性係数法」「降雨雨量 
比較」「合理式」による比較検討も可能です。その他、設計洪水流量を直接 
指定する「指定流量」の入力も可能です。 

2.確率年毎の時間雨量、既往最大雨量、降雨強度式の定数（a,b,n）は地域 
毎にデータベース登録が可能です。また、60分および10分雨量により特 
性係数法による強度式の定数計算も可能です。 

3.流域係数および流出係数の標準値はデータベース登録されており、地域デー 
 タ入力のみで係数値を自動算出表示します。  
4.確率降雨強度式は「タルボット式」「シャーマン式」「久野・石黒式」「君島式」 
「物部式」から選択、定数の登録が可能です。  
5.貯留効果検討時の洪水到達時間については、時間間隔の丸め指定の他単位 
計算時間Δｔの直接入力指定も可能。また、降雨波形は「後方集中型」 
「中央集中型」より選択が可能です。 

○接近水路・調整部の計算 
1.洪水吐は「水路流入式」「越流堰式」「側水路式」から指定が可能です。 
2.越流堰式では、標準タイプの「標準堰」、簡易越流堰の「円弧堰」「1/4 
円弧」「刃形堰」および「ラビリンス堰」から選択が可能です。 

3.越流堰の「比較検討」機能では、設計洪水量を基準とした「堰高×堰有 
効長」および「設計水頭×堰高」を変化させた時の比較検討が可能です。 
また、設計水頭および堰幅の計算値について丸め指定もできます。 

4.標準越流堰では、ハロルド曲線を計算し一覧表示します。 

○移行部の計算 
1.移行部の計算では、「移行部入口で常流、流下で限界流」、「移行部出入口 
で限界流」および「移行部が長区間」となる場合の選択が可能です。 

2.「移行部が長区間」の場合、限界水深から水面追跡計算を行い、おぼれの 
判定では移行部上流端水深での検討も可能です。 

3.側壁高さの計算では、水路底に対して垂直方向および鉛直方向の余裕高さ 
を含めた壁高さの計算結果を一覧表示します。 

4.側水路式では、側水路内水面追跡計算と緩勾配放水路部について水面追跡 
計算を行いますが、放水路部幅の変更に伴う試算機能や放水路部末端の堰  
高（ｗ）の計算も可能です。 

○放水路の計算 
1.放水路上流端で限界水深が生じる断面を起点として、下流側に向かって   
水面追跡計算を行い、水深および側壁余裕高さの計算を行います。 

2.放水路部の「水面追跡計算」では、その計算間隔および端数処理の指定    
が可能な他、弊社「不等流水路水面追跡計算システム」と連動し、断面 
形状が異なる場合や、その他の損失を考慮した水面追跡計算が可能です。 

○減勢工の計算 
1.減勢工の計算では、200年確率雨量で確定された放水路部までの構造形状 
をベースに、100年確率雨量の洪水流量の計算を瞬時に行い、減勢工の推 
奨タイプを表示、躯体寸法を計算表示します。 

2.減勢工のタイプは跳水式の「副ダム型」「USBRⅢ型静水池」「USBRⅣ型静水 
池」および「Ⅰ型静水池」「Ⅱ型静水池」から選択が可能です。 

3.静水池の必要長さ、減勢工の各部寸法の計算値に対して手入力による補正 
値（設計寸法）の入力が可能です。 

○非灌漑期の計算 
1.非灌漑期の10年確率雨量の設計洪水流量を瞬時に計算表示します。 
○印刷プレビュー機能 
1.出力帳票は、項目別に出力指定が可能な他、プレビュー画面にて内容 
確認後、印刷出力やRTF変換、Word出力が可能です。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

CONTACT（TEL）：06-6125-2232

ACCESS（URL）http://www.sipc.co.jp 



「洪水吐水理計算システム」Ver3.0 間接流域（間接流入量）の機能概要と解説 
 

                            平成 19 年 9 月 12 日 
（株）ＳＩＰシステム 

技術サービス        
 

今回の「洪水吐水理計算システム」Ver3.0 では、間接流入（間接流域の考慮）の機能を追加いたしま 
た。間接流入を考慮する場合の考え方には、主に２種類あると思われます。 
一般的？な間接流入の方式は、「一定流量」が「直接流域のため池」に水路等で間接流域より流入する手 
法と、間接流域についても直接流域同様に「降雨強度式」にて洪水流量を算出し「直接流域の設計洪水 
流量」に加算する手法があるように思います。 

  また「貯留効果」を考慮する場合、「一定流量」の場合は洪水到達時間（⊿ｔ）毎に一定流量を加算し 
 ていけば良いと思われますが、「間接流域を降雨強度式」で考慮する場合は、その流域により到達時間が 

異なる場合があります。（例：直接流域の⊿ｔ（10分）で間接流域の⊿ｔ（20 分）とした場合） 
この様な場合は計算上⊿ｔを統一する必要がありますが、何れの洪水到達時間で計算ステップを行な 

うべきか特定できない状況（基準書等での記載）もありますので、現時点では貯留効果時は「何れかの 
流域の⊿ｔ」を選択指定する機能としております。 
以上が概要です。機能的な操作につきましては、以下の如くです。（マニュアルより抜粋） 

 
 
１．間接流域（間接流入量）の機能 

基本データ入力項目で計算された流量（直接流域の設計洪水流量）に対して、間接流域の流入量を 

直接流域の洪水流量に考慮（加算）することが可能です。 

 
間接流域の流入量を考慮したい場合は、「間接流入量の入力」 

ボタンをクリックします。「間接流入量」の画面が表示されます。

間接流入量の画面では、以下の選択が可能です。 

 
 ○考慮しない。 

間接流域を考慮しない場合に選択します。 

 
 ○一定流入量（ｍ3/ｓ） 

水路等により一定流量が直接流域に流入する場合に考慮 

します。貯留効果を考慮した場合は、その到達時間毎に 

一定流量が加算されます。 

 
○降雨強度式による算出 

間接流域について降雨強度式により流量を算出し、その 

流量を直接流息の設計洪水流量に加算します。 

貯留効果を検討した場合は、さらにその到達時間につい 

て直接流域の洪水到達時間を採用するか、間接流域の洪水到達時間を採用するかの指定が可 

能です。 

 
1）一定流入（ｍ3/ｓ）の場合 

 
一定流入の場合「流量計算」機能 

で「円形」「ＢＯＸ」「Ｕ型（水路）」 

について流量計算が可能です。 

計算結果は、「採用する」ボタン 

で引用が可能です。 

「印刷」ボタンでは、流量計算の計 

算書の印刷が可能です。 

計算書の印刷は、この項目からのみ 

印刷が可能です。 

 
 



＜貯留効果を考慮しない場合の計算書例＞ 

 
貯留効果を考慮しない場合は 

決定した直接流域の設計洪水流 

量に対して、間接流流入量 

（一定流量）を加算して、洪水 

吐の設計洪水流量として計算書 

に表示されます。 

（右図計算書例を参照） 

 
 

＜貯留効果を考慮した場合の計算書例＞ 

 
貯留効果検討時は、計算書諸条件の項目ｑ2(間接流入量)に（一定流量）として表示されます。 

また、計算結果一覧表では到達時間間隔毎に一定流入量（ｑ2）「ｑ1+ｑ2＝Ｑin」として表示さ

れます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2）降雨強度式による算出の場合 

 
間接流域の流入量を降雨強度式にて計算する場合に選

択します。但し、降雨強度式Ｒｔは、直接流域と同等とし

ます。 

間接流域の「流量係数」「流出係数」「「流域面積」をそ

れぞれ入力します。 

上記入力条件により「貯留効果」考慮時には、洪水到達

時間について「直接流域（？分）」と「間接流域（？分）」

の両方が表示されますので、貯留効果時の計算ステップを

何れかの計算間隔で行うかをラジオボタンで選択します。 

 
指定された洪水到達時間で貯留効果の計算が行われます。 

 
 
 
 
 
 
 



＜貯留効果を考慮しない場合の計算書例＞ 

 
計算書では直接流域 

の項目と間接流域の項 

目と区分けされ出力さ 

れ、間接流域の項目の 

最後に、直接流域の流 

量＋間接流域流量＝設 

計洪水流量として表示 

されます。 

 
 
 
 
 
 

＜貯留効果を考慮した場合の計算書例＞ 

 
貯留効果検討時は、計算書の諸条件の項目ｑ2(間接流入量)に（間接流域の「単位流入量×1.2」

値）として表示されます。（間接流域の降雨強度式によりΔｔ毎に計算された流入量を表示） 

また、計算結果一覧表では、直接流域の流入量ｑ+間接流域の流入量ｑ2＝放流量Ｑout として表示

され最大洪水流量が判定されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―以上― 



 
 
 
 

平成 19 年 10 月記事更新 
（株）ＳＩＰシステム   

－はじめに－ 

本システムは「土地改良事業設計指針「ため池整備」（平成 18 年 2 月）」に準拠した、洪水

吐の水理計算および洪水吐の勾配形状や壁の余裕高さの計算を行うシステムです。 

洪水吐の設計は、200 年確立雨量による設計洪水流量の計算や越流部から放水路部までの水

理計算および 100 年確立雨量による減勢工の設計が可能です。 

洪水吐の設計は、その難しさや煩雑さが伴い、設計業務に多くの時間が費やされているとお

聞きしております。弊社では、これらの業務に少しでもお役に立てて頂ければと、土地改良連

合会様を始めとする多くのコンサル様から貴重なアドバイスを受け、本システムを開発いたし

ました。ため池整備の設計業務に携わる皆様へご利用頂ければ幸いです。 

  
 

 

 

 

 

 

  

確率雨量強度式は、地区別に「タルボット式」「シャーマン式」「久野・石黒式」「君

島式」「物部式」および確率年「200 年、100 年・・」のＤＢ登録が可能です。 

設計洪水量は、200 年確率雨量によりＡ項、Ｂ項、Ｃ項流にて比較検討を行い、設計

洪水量を確定します。間接流域（間接流入）の考慮や指定流量による指定も可能です。 

直接流域および間接流域を考慮した貯留効果の検討が可能です。降雨波形は、後方集

中型、中央集中型の選択ができます。 

洪水吐型式は「水路流入式」「越流堰式」「側水路式」を、越流形式は「標準堰」簡易

越流堰の「円弧堰」「1/4 円弧」「刃形堰」および「ラビリンス堰」の指定が可能です。 

設計洪水量により「接近水路・調整部」「移行部」「放水路」の水理計算を行い、越流

部では比較検討機能を搭載、また壁の余裕高の計算を行います。 

減勢工の設計はシステムが 100 年確率雨量の設計洪水量で計算、減勢工の推奨タイプ

を表示、詳細構造寸法の編集も可能です。 

計算書は、設計洪水量から減勢工まで水理計算書、水面追跡表、ハイドログラフ、変

化点表までを網羅、プレビュー画面表示後、Word 出力や印刷出力が可能です。 

確率雨量 

設計洪水量 

貯留効果 

越流部 

余裕高さ 

減勢工 

計算書 



システムの主な操作画面 
 

１．プログラム起動後のメインメニュー画面、および画面構成は以下の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

1) エリア①（メニューバー） 

本プログラムを使用する基本操作が、メニューバーに表示されています。特に、「ファイル（F）」と「ツ

ール（T）」の項目については、初期設定で必要な項目となりますので必ず設定を行って下さい。 

 
2) エリア②（データ入力エリア/エリア②+④をワークシートと呼びます） 

設計データ入力指定エリアです。 

左上（基本データ）の入力項目から順次右下（減勢工）へ向かってデータを入力していくことにより、

計算が行なわれます。 

 
3) エリア③（計算結果一覧） 

本プログラムでは、データ入力エリアの各項目（確率雨量、移行部等）に設計データを入力すれば、計

算結果が逐次この計算結果一覧の項目に画面表示されます。 

洪水吐の水面状況等を把握しながら、設計を進めることが可能です。 

 
4) エリア④（印刷出力ボタン） 

計算終了後、計算書を出力する場合に指定する項目です。項目別に印刷ボタンが配置されています。 

各項目の印刷ボタンをクリックすると、印刷項目指定画面が表示されます。指定した内容の出力帳票類

がプレビュー画面表示されその後印刷出力が可能です。 

 
5) エリア⑤（イメージ図表示） 

計算対象としている洪水吐タイプのイメージ図がここに表示されます。洪水タイプにより、イメージ図 

が切り替わります。 

 
6) エリア⑥（メンテナンス情報の確認） 

「問合せ先」の項目をクリックするとメールが起動します。弊社への問合せ等にご利用下さい。 

また、「プログラム情報」の項目では、弊社ホームページのアドレスが表示されていますので、クリック 

して弊社 HP へアクセス最新版のプログラム情報を確認することが可能です。 

 
 
 



２．初期設定画面 

   強度式を登録する初期設定画面です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 地区別に強度式の登録が可能です 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オプション機能 

桁まるめの指定等が可能です。 

                           特性係数法による強度式の定数計算も可能です。 
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３．操作機能画面 

   各項目における操作画面です。 

 
 
       側水路式の入力解説です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
         越流部における比較検討機能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
              堰の形状寸法図を表示します。      ラビリンス堰 

 
 
 
                  移行部末端の堰高さを自動計算します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



間接流入（間接流域の考慮）の機能 
 

基本データ入力項目で計算された流量（直接流域の設計洪水流量）に対して、間接流域の流入量を直接流 

域の洪水流量に考慮（加算）することが可能です。 

間接流域の流入量を考慮したい場合は、「間接流入量の入力」 

ボタンをクリックします。「間接流入量」の画面が表示され、 

以下項目の選択が可能となります。 

 ・考慮しない。 

間接流域を考慮しない場合に選択します。 

 
 ・一定流入量（ｍ3/ｓ） 

水路等により一定流量が直接流域に流入する場合に考慮 

します。貯留効果を考慮した場合は、その流量が到達時 

間毎の直接流域の流入量に一定流量が加算されます。 

 
・降雨強度式による算出 

   間接流域についても降雨強度式により洪水流量を算出し、 

その流量を直接流域の設計洪水流量に加算する方法です。 

貯留効果を考慮する場合は、その洪水到達時間について、 

直接流域の到達時間を採用するか間接流域の到達時間を採用 

するかの指定が可能です。 

 
1）一定流入（ｍ3/ｓ） 

   一定流入の場合「流量計算」 

機能で「円形」「ＢＯＸ」「Ｕ 

型（水路）」について流量計算 

が可能で、計算結果は、「採用 

する」ボタンで引用も可能です。 

「印刷」ボタンでは、流量計算 

書の印刷が可能です。 

 計算書の印刷は、この項目か 

らのみ印刷が可能です。 

 
 

2）降雨強度式による算出 
間接流域の洪水流量を降雨強度式にて計算する場合に選択 

 しす。但し、降雨強度式Ｒｔは、直接流域と同等とします。 

   間接流域の「流量係数」「流出係数」「「流域面積」をそれ 

ぞれ手入力または「詳細入力」ボタンで決定します。 

 
上記入力条件により「貯留効果」を考慮した場合、洪水到 

 達時間について「直接流域（？分）」と「間接流域（？分）」 

 の両方が表示されますので、何れかの洪水到達時間で計算を 

 行うかラジオボタンで選択します。 

指定された洪水到達時間で貯留効果の計算が行われます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  減勢工部の機能 

   100 年確率の「減勢工」部は、ボタン操作で瞬時に減勢工の判定を行い推奨減勢工のタイプを表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         設計書は、ＲＴＦ変換処理により高速に Word 変換が可能です。 

 
 
 


